
第第6868号号
令和３年11月１日令和３年11月１日

もくじもくじ
　 ２　9月定例会概要・議案審議質疑　 ２　9月定例会概要・議案審議質疑
　 ６　一般質問　 ６　一般質問
　11   決算特別委員会　11   決算特別委員会
　14　臨時会概要　14　臨時会概要
　15　常任委員会等の活動報告　　15　常任委員会等の活動報告　
　16　ちょっと一言、編集後記ほか　16　ちょっと一言、編集後記ほか

ちびっ子広場にやっと親子連れが

戻ってきた（花巻広域公園）



3 2はなまき市議会だより　花の風　№68　令和3年11月1日 はなまき市議会だより　花の風　№68　令和3年11月1日

次
の
ペ
ー
ジ

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
等
の
審
議
結
果
ほ
か

可 決可 決令和３年度花巻市一般会計補正予算（第８号）

花巻市過疎地域持続的発展計画を可決花巻市過疎地域持続的発展計画を可決

可 決可 決

要旨 ･･･��過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が制定されたことに伴い､ 花巻市過疎地域
持続的発展計画を新たに策定するもの。

質　疑

○質問･･･�大迫町中心商店街の電柱を無電柱化する必要があるのではないか。まちの活性化への意欲高揚､
防災、歩行者の安全確保、景観向上のためにも国土交通省が推進している無電柱化の整備を早急
に検討するべきではないか。

　答弁･･･�電柱の移設・移転については､中心商店街と協議しているが、まずは町並み整備の事業を検討して
いる。今後、町並み整備の検討と併せて電柱についても地域および中心商店街と協議し事業を進
めていく。

○質問･･･�その地域のものをどのように生かし、関係する人たちを呼べるようなまちにして､少しでもまち
に活力を生み出そうというのは､ワークショップで出された地域の意見だと思っている。ワーク
ショップの手法をとったことで､地域住民も期待をしている。地域の声をどう生かしていくのか
知恵を絞るべきだと思うが所見を伺う。

　答弁･･･�過疎地域持続的発展計画は短期間で作成した。地域住民が計画の作成に参加し､非常に素晴らし
い意見をいただいた。また､市の職員も大変な作業であったが、よく間に合ったというのが実感で
ある。したがって､完璧な計画ではないかもしれないが、この部分は認めていただいて前に進んで
いきたい。その上で､市民の声を聞くことは､今後続けていきたい。

要旨 ･･･�農作物災害復旧対策事業、スポーツ施設環境整備事業、過年度精算に伴う国県支出金返還金
等の追加に伴う歳入歳出予算の補正および地方債の補正。歳入歳出それぞれ７億 3,955万円
を追加し、総額 514億 4,305万 1千円とするもの。

　

○質問･･･�定住促進事業費について､ 150万円の県補助を受け新規にこの事業を始めるという理解でよいか
伺う。

　答弁･･･�若者世代空き家取得支援事業については､岩手県が若者世代への住宅支援の一環で実施している
補助事業の一つである。今回の要件は､若者世代39歳以下への助成であり､市町村が実施する空き
家バンクに登録されている空き家を取得すること。また、取得した空き家に5年以上継続して居住
する意思を有すること等といった内容となっている。奨励金は同一の建物に対して１回限り30万
円を交付。

○質問･･･�花巻球場の観覧席の防水対策、改修の具体的内容について伺う。
　答弁･･･�球場のバックネット裏のメイン観覧席やその他観覧席の下のトイレ､事務室などが雨漏りしてい

る状況｡雨漏りを防ぐため､雨どいの取り付け､シーリングの補強､劣化している天井を改修する
予定。

○質問･･･�農作物災害復旧対策事業について、被害者に対する支援として県3分の１､市3分の１補助という
内容だと思うが、それに加えて市独自の施策が含まれているか伺う。

　答弁･･･�県の事業については、県3分の１､市3分の１補助である。県の対象にならない方がいるため、その
方については、市3分の１の補助となる。

議案審議

花巻市過疎地域持続的発展計画の策定に関し議決を求めること
について

　

○質問･･･電磁的記録等について、各事業所におけるデジタル化の現状について伺う。
　答弁･･･ ほとんどの園においては、パソコンを使用した業務を行っているため、対応できないことはない

と思われる。

○質問･･･未整備施設への財政的支援について伺う。
　答弁･･･ パソコンやシステムを導入するために別枠の補助金がある。

可 決可 決
要旨 ･･･�特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に

関する基準の一部改正に伴い、電磁的記録等について定めようとするもの。

花巻市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

質　疑 　

令
和
３
年
第
３
回
花
巻
市
議

会
定
例
会
は
、９
月
３
日
か
ら

24
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
、９
月
９
日
に
は
議
案

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

花
巻
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
や
花

巻
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な

ど
８
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

花
巻
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
は
、引
き
続
き
有
利
な

財
源
で
あ
る
過
疎
対
策
事
業
債

を
活
用
し
、過
疎
地
域
の
持
続

的
な
発
展
を
図
る
た
め
、令
和

３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
を
計

画
期
間
と
し
策
定
す
る
も
の
で

す
。　

　

最
終
日
の
９
月
24
日
に
は
、

令
和
３
年
度
花
巻
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）が
追
加
提

案
さ
れ
、可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
可
決
議
案
や
質
疑
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

質　疑
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

議案審議

賛否が分かれた議案等の審議結果

議案審議

請願４
えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審制度の速やかな改正を求めることについて
（以下の２項目について項目ごとに採決）

項目１ 再審請求手続きにおける全面的な証拠開示を制度化すること

項目２ 再審開始決定に対する検察官の不服申し立てができない制度に改正すること

請願７
新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求めることについて（以下の２
項目について項目ごとに採決）

項目１
新型コロナウイルス感染拡大の影響による過剰在庫を政府が緊急買入れし、米の需給環境を改善す
ること。政府が買い入れた米をコロナ禍などによる生活困難者への食料支援や海外援助などで活用
すること

項目２
外国産米（ミニマムアクセス米）の輸入について、当面、国産米の需給状況に応じて数量調整を行
うこと

意見書案９
えん罪被害者の救済のため再審決定に対する検察官の不服申立てができない制度に改める
ことを求める意見書

意見書案 10 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める意見書

会派名 市民クラブ 明　和　会 花巻クラブ 平和環境
社民クラブ

日本共産党花巻
市議会議員団

会派に所属
しない 審

議
結
果議員名

横
田
　
忍

佐
藤
　
現

伊
藤
盛
幸

高
橋
　
修

瀬
川
義
光

内
舘
　
桂

鎌
田
幸
也

佐
藤
峰
樹

盛
岡
耕
市

藤
原
　
伸

伊
藤
源
康

藤
原
晶
幸

羽
山
る
み
子

佐
藤
　
明

本
舘
憲
一

近
村
晴
男

照
井
省
三

若
柳
良
明

阿
部
一
男

久
保
田
彰
孝

照
井
明
子

櫻
井
　
肇

菅
原
ゆ
か
り

藤
井
幸
介

大
原
　
健

請
願
４

項目１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採�択

項目２ ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 採�択

請
願
７

項目１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 採�択

項目２ ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 不採択

意見書案９ ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 可�決

意見書案 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 可�決

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

１�　

令
和
４
年
度
以
降
３
年

間
の
地
方
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
は
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
１
」に
お
い
て
、令
和

３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水

準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質

的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、急
速
な
高

齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係

経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、他
の
地

方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄

せ
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
十
分

な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。�

意
見
書
を
提
出

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
１
６
年
の
刑
事
訴
訟

法
の
改
正
の
附
則
で「
政
府

は
、こ
の
法
律
の
公
布
後
、

必
要
に
応
じ
、速
や
か
に
、

再
審
請
求
審
に
お
け
る
証
拠

の
開
示
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
」と
し
ま
し
た
。

　

再
審
請
求
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、え
ん
罪
被
害
者
は
速

や
か
に
救
済
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、現
行
の
再

審
制
度
で
は
、再
審
請
求
手

続
き
に
お
け
る
全
面
的
な
証

拠
開
示
を
制
度
化
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、刑
事
訴
訟
法
の

改
正
を
速
や
か
に
行
い
、再

審
請
求
手
続
き
に
お
け
る
全

面
的
な
証
拠
開
示
を
制
度
化

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。�

※
意
見
書
全
文
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
将

来
に
向
け
増
嵩
す
る
財
政
需
要

に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地

方
税
制
の
充
実
確
保
を
求
め
ま

す
。 

【
総
務
常
任
委
員
会
発
議
】

【
議
員
発
議
】

２�　

固
定
資
産
税
は
、市
町
村

の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で

あ
り
、制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
見
直
し
は
家
屋
・
償
却

資
産
を
含
め
、断
じ
て
行
わ

な
い
こ
と
。生
産
性
革
命
の

実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
講
じ
た
措
置
は
、本
来

国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
国

の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。よ
っ
て
、現

行
の
特
例
措
置
は
今
回
限
り

と
し
、期
限
の
到
来
を
も
っ

て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

３�　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
土
地
に
係
る
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
講
じ
た
、課

税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と

同
額
と
す
る
負
担
調
整
措
置

に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度

限
り
と
す
る
こ
と
。

４�　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長

に
つ
い
て
、更
な
る
延
長
は

断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又

は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、そ
の

一
部
を
地
方
税
又
は
地
方
譲
与

税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す

る
こ
と
。�

　

え
ん
罪
被
害
者
を
救
済
す

る
た
め
の
再
審
制
度
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、え
ん
罪
被
害

者
の
救
済
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。�

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、

再
審
法
の
速
や
か
な
改
正
を

求
め
、再
審
請
求
手
続
き
に

お
け
る
全
面
的
な
証
拠
開

示
の
制
度
化
と
と
も
に「
え

ん
罪
被
害
者
の
速
や
か
な
救

済
の
た
め
に
は
、再
審
決
定

に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申

立
て
を
禁
止
す
る
必
要
が
あ

る
」と
決
議
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、え
ん
罪
被
害
者

を
一
刻
も
早
く
救
済
す
る
た

め
、再
審
決
定
に
対
す
る
検

察
官
の
即
時
抗
告
を
禁
止
す

る
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
等
の

制
度
改
正
を
求
め
ま
す
。

　

過
剰
米
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
中
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

う
外
食
産
業
の
米
消
費
量
の

減
少
等
に
よ
り
、さ
ら
に
米

の
大
幅
な
過
剰
が
生
じ
、米

価
下
落
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
過
剰
在

庫
分
は
政
府
が
責
任
を
も
っ

て
市
場
か
ら
隔
離
す
る
べ
き

で
あ
り
、そ
の
責
任
を
生
産

者
、流
通
業
者
に
押
し
つ
け

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機

的
状
況
の
中
で
、農
業
者
の

経
営
と
地
域
経
済
を
守
る

た
め
、政
府
の
責
任
に
お
い

て
、市
場
隔
離
し
た
米
を
買

い
入
れ
る
な
ど
、速
や
か
に

緊
急
対
策
を
と
る
よ
う
求
め

ま
す
。��

再
審
請
求
手
続
き
に
お
け
る

全
面
的
な
証
拠
開
示
の
制
度

化
を
求
め
る
意
見
書

え
ん
罪
被
害
者
の
救
済
の
た

め
再
審
決
定
に
対
す
る
検
察

官
の
不
服
申
立
て
が
で
き
な

い
制
度
に
改
め
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価

下
落
に
対
し
政
府
に
よ
る
緊

急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

 一般質問一般質問 　９月定例会では、 11 人の議員が登壇し、 下記の

内容について一般質問を行いました。

令和３年第３回花巻市議会定例会　一般質問一覧（登壇順）
本舘　憲一　議員
（花巻クラブ）

　①次期総合計画策定について
　②ふるさと納税について

若柳　良明　議員
（平和環境社民クラブ）

　①新型コロナウイルス感染症対策について
　②職員体制について
　③職員の精神疾患について

久保田彰孝　議員
（日本共産党花巻市議会議員団）

　①生活困窮者への支援について
　②小中学校におけるエアコンの使用について

横田　　忍　議員
（市民クラブ）

　①農業振興について
　②中小企業持続支援事業について

羽山るみ子　議員
（花巻クラブ）

　①新花巻図書館について
　②中心市街地の活性化について
　③職員の病気休暇等について
　④市長との対話について

照井　明子　議員
（日本共産党花巻市議会議員団）

　①介護の課題について
　②公共交通の維持について

伊藤　盛幸　議員
（市民クラブ）

　①中学校の部活動について
　②投票率の向上について

櫻井　　肇　議員
（日本共産党花巻市議会議員団）

　①新型コロナウイルス感染症対策について
　②花巻市個人情報保護条例について

菅原ゆかり　議員
（会派に所属しない）

　①市民への通知について
　②ふるさと納税について

藤井　幸介　議員
（会派に所属しない）

　①東京２０２０オリンピック関連事業について
　②小中学校における新型コロナウイルス感染症対策について

大原　　健　議員
（会派に所属しない）

　①業務改善提案について
　②観光案内表示について
　③マンホールカードについて
　④コミュニティ・スクールについて

　

令
和
４
年
度
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
現
時
点
で

の
取
組
み
状
況
や
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

Ｑ
大
原　

健　

議
員

Ａ
教
育
長　

　

花
巻
北
中
学
校
区
で
は
、

学
校
運
営
協
議
会
設
立
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域

住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
新
た
な

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
か

ら
、
各
種
団
体
と
の
連
携
の

在
り
方
や
そ
の
人
材
の
確

保
、
中
学
校
区
に
一
つ
の
協

議
会
を
設
置
す
る
が
、
校
区

内
に
複
数
の
小
学
校
が
設
置

さ
れ
て
い
る
地
域
間
で
の
連

絡
調
整
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

　

精
神
疾
患
の
状
況
と
原
因

お
よ
び
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。Ｑ

若
柳
良
明　

議
員

Ａ
市　

長　

　

令
和
３
年
度
は
、
８
月
末

ま
で
に
病
気
休
暇
17
人
、
病

気
休
職
12
人
で
あ
り
、
罹
患

者
の
実
人
数
は
26
人
。
昨
年

同
時
期
の
実
人
数
は
22
人
で

あ
っ
た
た
め
増
加
し
て
い

る
。

　

昨
今
の
業
務
内
容
は
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に

伴
い
高
度
化
、
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
定
型
的
な

業
務
だ
け
で
な
く
企
画
力
、

判
断
力
、
そ
し
て
迅
速
性
を

求
め
ら
れ
る
状
況
の
中
で
職

員
の
精
神
的
負
担
も
大
き
く

な
り
、
増
加
し
て
い
る
。
職
場

復
帰
の
場
合
は
、
人
事
異
動

も
含
め
対
応
し
て
い
る
。

職
員
の
精
神
疾
患

　

公
職
の
選
挙
の
投
票
率
を

上
げ
る
た
め
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー
ル

を
送
り
、
投
票
日
や
期
日
前

投
票
に
つ
い
て
周
知
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

Ｑ
伊
藤
盛
幸　

議
員

Ａ
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
メ
ー
ル
を
送
信
し

投
票
を
呼
び
掛
け
る
こ
と

は
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
情
報
を

一
斉
に
伝
達
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
想
定

し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
こ

の
メ
ー
ル
の
用
途
は
災
害
避

難
情
報
等
に
限
定
さ
れ
て
お

り
困
難
と
考
え
る
。

ふるさと納税の主な返礼品

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
地
方

創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
）
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

Ｑ
菅
原
ゆ
か
り　

議
員

Ａ
市　

長

　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
、
市
職

員
の
負
担
が
大
き
く
大
変
忙

し
い
状
況
で
あ
り
、
新
た
な

業
務
を
お
願
い
す
る
の
は
難

し
い
状
況
。
企
業
の
ほ
う
で

本
市
に
対
し
て
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
具
体
的
な
案

件
が
あ
っ
た
場
合
に
は
し
っ

か
り
と
し
た
対
応
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い

て
、
寄
附
金
の
事
業
使
途
を

具
体
的
に
示
し
て
、
賛
同
者

か
ら
寄
附
を
募
る
と
い
う
手

法
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
導
入
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

Ｑ
本
舘
憲
一　

議
員

Ａ
市　

長　

　

提
案
す
る
具
体
的
事
業

が
、
全
国
の
方
に
と
っ
て
魅

力
的
で
共
感
を
得
ら
れ
る

事
業
で
あ
る
こ
と
が
重
要
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
適
当
と
判
断

さ
れ
る
事
業
が
あ
る
場
合
に

は
、
ど
の
程
度
期
待
で
き
る

か
を
含
め
て
検
討
し
た
い
と

考
え
る
が
、
実
施
に
当
た
っ

て
は
事
業
の
妥
当
性
を
含
め

て
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

投
票
率
の
向
上

Ａ
市　

長　

　

市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
業
務
改
善
を
進
め
て
お

り
、
令
和
元
年
度
か
ら
人
が

行
っ
て
い
る
定
型
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
代
替
し

て
自
動
化
し
業
務
の
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

結
果
、
年
間
で
従
来
３
９
１

０
時
間
を
要
し
て
い
た
作
業

時
間
が
１
４
６
６
時
間
と
な

り
62
・
５
％
削
減
で
き
た
。

※
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
と
は
＝
第

一
線
の
現
場
で
働
く
人
々

が
、
継
続
的
に
製
品
、
サ
ー
ビ

ス
、
仕
事
な
ど
の
質
の
管
理

改
善
を
行
う
小
グ
ル
ー
プ
の

こ
と
。
こ
の
考
え
方
、
手
法
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

　

業
務
量
が
多
く
多
忙
の
た

め
業
務
改
善
を
行
う
べ
く
、

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
等
の
手
法
を

用
い
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

Ｑ
大
原　

健　

議
員

業
務
改
善

清き１票を待つ投票箱

り
、
創
造
性
を
発
揮
し
、
自
己

啓
発
等
を
図
る
も
の
。
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁
・
決
算
特
別
委
員
会

ＰＣＲ検査キット

　

生
活
保
護
申
請
に
お
け
る

扶
養
照
会
に
つ
い
て
、
生
活

保
護
法
で
の
位
置
付
け
と
実

施
方
法
、「
生
活
保
護
問
答

集
」
の
変
更
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

Ｑ
久
保
田
彰
孝　

議
員

Ａ
市　

長　

　

扶
養
義
務
者
に
よ
る
扶
養

は
保
護
の
要
件
で
は
な
く
、

保
護
に
優
先
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
市
で
は
３
親
等

ま
で
の
親
族
へ
、
扶
養
照
会

を
行
っ
て
い
る
。
国
は
令
和

３
年
２
月
に
、
扶
養
照
会
に

関
す
る
弾
力
的
な
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
扶
養
で
き
な

い
例
と
し
て
音
信
不
通
が
10

年
程
度
に
緩
和
さ
れ
た
。

生
活
保
護

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
、
生
活
が
困
窮

し
た
世
帯
を
対
象
と
し
た
総

Ｑ
久
保
田
彰
孝　

議
員

Ａ
市　

長　

　

特
例
貸
付
の
上
限
額
は
単

身
世
帯
は
月
15
万
円
以
内
、

貸
付
期
間
は
原
則
３
カ
月
以

内
、
償
還
開
始
ま
で
の
据
置

期
間
は
１
年
以
内
、
償
還
期

限
は
10
年
以
内
、
無
利
子
で
、

保
証
人
は
不
要
。
収
入
状
況

が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
再

貸
付
の
利
用
な
ど
、
随
時
制

度
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

償
還
時
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
は
、
償
還
が
免
除
さ
れ
る
。

生
活
福
祉
資
金

　

市
独
自
に
社
会
的
検
査

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。 Ｑ

櫻
井　

肇　

議
員

Ａ
市　

長　

　

検
体
採
取
に
関
わ
る
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
等
が
課
題
と

な
り
、
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

花
巻
市
医
師
会
か
ら
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
加
え
て
、
検

査
セ
ン
タ
ー
運
営
へ
の
協
力

は
困
難
で
あ
る
と
回
答
を
得

て
い
る
。

　

診
療
・
検
査
医
療
機
関
の

一
部
で
行
っ
て
い
る
有
料
で

の
検
査
に
対
し
、
検
査
の
助

成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

の
時
間
外
勤
務
の
実
態
と
今

後
の
見
通
し
を
伺
う
。

Ｑ
若
柳
良
明　

議
員

Ａ
市　

長　

　

ひ
と
月
当
た
り
の
時
間
外

勤
務
の
実
態
は
、
２
０
０
時

間
以
上
は
６
月
の
み
で
５

人
、
１
０
０
時
間
以
上
２
０

０
時
間
未
満
は
、
５
月
が
11

人
、
６
月
が
12
人
、
７
月
が
15

人
と
な
っ
て
い
る
。
時
間
外

勤
務
は
今
後
、
減
少
傾
向
と

な
る
と
期
待
し
て
い
る
が
、

見
込
み
を
立
て
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
職
員
個
々
の
負

担
が
偏
ら
な
い
よ
う
事
務
分

担
を
見
直
し
、
効
率
化
を
図

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

花
巻
市
内
に
軽
症
者
等
の

宿
泊
療
養
施
設
を
設
置
す
る

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
櫻
井　

肇　

議
員

Ａ
市　

長　

　

必
要
な
居
室
数
の
確
保
や

宿
泊
施
設
等
と
の
調
整
は
都

道
府
県
が
行
う
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
に
よ
る
宿

泊
療
養
施
設
の
確
保
は
想
定

で
き
な
い
。
県
南
に
お
け
る

宿
泊
療
養
施
設
の
設
置
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
県
が
認

め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
県
に
よ
る
設
置
に
協

力
し
た
い
。

　

感
染
を
心
配
し
て
登
校
し

な
い
児
童
生
徒
の
出
欠
席
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
登
校
せ
ず
に
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
は
可
能
か
伺
う
。

Ｑ
藤
井
幸
介　

議
員

Ａ
教
育
長

　

学
校
で
の
感
染
症
対
策
を

十
分
説
明
し
た
上
で
、
そ
れ

で
も
保
護
者
の
不
安
が
払
拭

　

著
し
く
重
い
障
が
い
が
あ

り
日
常
生
活
に
常
時
介
護
が

Ｑ
照
井
明
子　

議
員

Ａ
市　

長　

　

本
手
当
は
、
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以

上
の
方
の
う
ち
所
得
制
限
以

下
の
方
に
、
月
額
２
万
７
３

５
０
円
支
給
さ
れ
る
。
現
在

受
給
者
は
85
名
、
う
ち
要
介

護
認
定
者
は
42
名
で
あ
る
。

申
請
窓
口
は
、
障
が
い
福
祉

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
で
、
周
知
方
法

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
障
が

い
者
の
た
め
の
「
く
ら
し
の

し
お
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。

特
別
障
害
者
手
当

　

令
和
６
年
度
当
初
ま
で
に

は
次
期
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
時
点
で
の
策
定
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

Ｑ
本
舘
憲
一　

議
員

Ａ
市　

長　

　

令
和
４
年
度
早
々
に
も
新

た
な
総
合
計
画
の
あ
る
べ
き

体
系
や
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
定
め
、
策
定
作
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

現
総
合
計
画
策
定
に
要
し

た
手
続
き
と
時
間
を
考
え
て

も
、
市
民
の
幅
広
い
層
の
意

見
を
早
い
段
階
で
お
聞
き
す

る
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
、

総
合
計
画
策
定
作
業
に
早
急

に
入
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

次
期
総
合
計
画

　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
受
給
資
格
確
認
文
書
等
の

誤
発
送
の
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
伺
う
。 

Ｑ
菅
原
ゆ
か
り　

議
員

Ａ
市　

長

　

デ
ー
タ
作
成
時
に
誤
っ
て

本
来
手
続
き
が
必
要
の
な
い

方
10
人
に
文
書
を
誤
発
送
し

た
。
こ
の
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
を
防
止
す
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
こ

の
案
件
が
発
生
し
た
段
階
で

お
願
い
し
て
い
る
。
文
書
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
担
当

者
の
み
な
ら
ず
他
の
職
員

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
合
に
、

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

市
民
へ
の
通
知

障がい者のための「くらしのしおり」

合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付
に

つ
い
て
伺
う
。

さ
れ
な
い
場
合
、
欠
席
で
は

な
く
出
席
停
止
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
登
校
せ
ず
に
学
習

し
た
い
と
い
う
場
合
は
、
個

別
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習

を
見
据
え
つ
つ
、
当
面
は
対

面
授
業
を
基
本
と
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。

　

新
興
製
作
所
跡
地
を
購
入

し
、
市
有
地
と
し
て
有
効
利

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
民

の
意
見
を
募
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

Ｑ
羽
山
る
み
子　

議
員

Ａ
市　

長　

　

土
地
の
更
地
化
に
６
億
７

４
８
２
万
円
、
擁
壁
の
補
修

等
に
６
億
６
０
０
０
万
円
、

合
計
13
億
３
４
８
２
万
円
要

す
る
と
試
算
し
て
い
る
。
財

政
負
担
が
大
き
く
、
市
が
取

得
を
前
提
に
活
用
を
検
討
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化

　

旧
料
亭
「
ま
ん
福
」
を
更
地

に
し
た
後
、
中
心
市
街
地
活

性
化
を
促
す
た
め
の
今
後
の

活
用
へ
の
見
解
に
つ
い
て
伺

う
。 Ｑ

羽
山
る
み
子　

議
員

Ａ
市　

長　

　

民
間
業
者
に
よ
る
跡
地
活

用
は
、
市
の
期
待
す
る
事
業

提
案
が
出
て
く
る
可
能
性
は

低
い
。
中
心
市
街
地
活
性
化

の
た
め
に
も
花
巻
中
央
広
場

と
連
携
し
た
利
用
が
一
つ
の

観
点
と
思
わ
れ
る
が
、
地
元

住
民
と
検
討
し
て
い
く
。

惜しまれながら解体が始まった旧料亭

「まん福」（写真上方）

次期総合計画の策定は

次年度から着手予定

必
要
な
方
に
支
給
さ
れ
る
特

別
障
害
者
手
当
の
受
給
者

数
、
申
請
方
法
お
よ
び
対
象

者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺

う
。

特例貸付の窓口は、市役所新館１階にあ

ります
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次
の
ペ
ー
ジ

決
算
特
別
委
員
会

12 月完成予定のイトーヨーカドーバス待合所

　

生
徒
数
減
少
や
学
校
の
働

き
方
改
革
等
に
よ
り
環
境
が

変
わ
っ
て
き
た
。
部
活
動
へ

の
生
徒
の
自
主
的
、
自
発
的

参
加
の
取
り
組
み
状
況
を
伺

う
。 Ｑ

伊
藤
盛
幸　

議
員

Ａ
教
育
長　

　

市
内
中
学
校
の
全
生
徒
数

２
４
０
０
人
の
う
ち
、
部
活

動
未
加
入
生
徒
は
１
０
９
人

で
約
４
・
５
％
と
な
っ
て
い

る
。
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
部
活
動
は
、
生
徒
の
多
様

な
学
び
の
場
と
し
て
教
育
的

意
義
は
高
く
、
市
教
育
委
員

会
や
学
校
で
は
理
由
も
な
く

未
加
入
を
希
望
す
る
生
徒
に

対
し
て
は
、
部
活
動
へ
の
加

入
を
推
奨
し
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動

　

市
民
生
活
に
不
可
欠
な
移

動
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
の

維
持
確
保
は
重
要
で
あ
る
。

利
用
促
進
策
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
の
創
設
に
つ
い
て

伺
う
。

Ｑ
照
井
明
子　

議
員

Ａ
市　

長　

　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
制
度
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

路
線
バ
ス
利
用
促
進
策

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た

ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
令
和
４
年
度
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Ｑ
横
田　

忍　

議
員

Ａ
市　

長　

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
年
末

年
始
に
第
４
弾
、
そ
し
て
令

和
３
年
度
末
に
第
５
弾
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
以
降
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
い

つ
ま
で
、
ど
の
程
度
続
く
か

見
通
せ
な
い
が
、
地
場
事
業

者
の
事
業
継
続
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
、
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

中
小
企
業
持
続
支
援

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
と
し
て
田
瀬
湖
で
の

Ｑ
藤
井
幸
介　

議
員

Ａ
市　

長　

　

ボ
ー
ト
競
技
で
は
、
日
本

代
表
チ
ー
ム
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
上
位
成
績
を
収

め
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
合
宿
受

け
入
れ
に
感
謝
の
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
た
。
復
興
あ
り
が
と

う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
は
、
ア

メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

対
し
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

さ
ら
に
継
続
し
て
相
手
国
と

の
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

４
月
の
凍
霜
害
、
６
月
の

降
ひ
ょ
う
被
害
に
よ
る
果
樹

生
産
者
に
対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
横
田　

忍　

議
員

Ａ
市　

長　

　

県
は
４
月
の
凍
霜
害
に
対

し
、
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策

用
薬
剤
や
生
育
回
復
対
策
の

人
工
授
粉
用
の
花
粉
の
購

入
費
、
６
月
の
降
ひ
ょ
う
被

害
に
対
し
、
緊
急
病
害
虫
防

除
対
策
用
の
薬
剤
購
入
費
を

補
助
す
る
。
ま
た
、
補
助
対
象

か
ら
外
れ
た
経
営
体
を
対
象

に
、
市
単
独
の
農
作
物
災
害

復
旧
対
策
事
業
補
助
金
で
支

援
す
る
。

リ
ン
ゴ
凍
霜
害
支
援

が
終
息
す
る
ま
で
継
続
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

や
生
活
支
援
、
公
共
交
通
利

用
促
進
等
を
目
的
に
、
高
齢

者
が
低
料
金
で
公
共
交
通
を

利
用
で
き
、
県
内
で
は
盛
岡

市
が
実
施
し
て
い
る
。
実
施

に
は
課
題
も
あ
る
が
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
利
用
策
に

つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
に

こ
だ
わ
ら
ず
岩
手
県
交
通
株

式
会
社
と
と
も
に
検
討
し
て

い
く
。

ボ
ー
ト
競
技
の
合
宿
や
復
興

あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

な
ど
の
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

日本代表チームが合宿した田瀬湖ボート場

　

令
和
２
年
度
花
巻
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
な
ど
６
件
の
会
計

決
算
に
つ
い
て
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、９
月
14
日
か
ら
16
日

ま
で
の
３
日
間
、審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、議
案
第
１
０
８

号「
令
和
２
年
度
花
巻
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」お
よ
び
議
案

第
１
０
９
号「
令
和
２
年
度
花
巻

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

の
２
件
に
つ
い
て
は
反
対
討
論
が

あ
り
、採
決
の
結
果
、賛
成
多
数

で
、他
の
４
件
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。９
月
24
日
の
本
会
議
で

委
員
会
の
決
定
ど
お
り
、そ
れ
ぞ

れ
認
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
質
疑
・
答
弁
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

　　

令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

◎ 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

【
質
問
】　

審
議
会
委
員
等
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
下
が
っ
た

原
因
は
？

【
答
弁
】　

各
種
団
体
な
ど
に
女

性
の
審
議
会
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
協
力
要
請
を
し
て
い
る

が
、団
体
の
中
に
女
性
が
少
な

く
難
し
い
状
況
で
あ
る
。審
議

会
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
、令
和
５
年
に
40
％
を
目
標

に
設
定
し
て
お
り
、今
後
、啓
発

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

◎ 

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援

寄
附
金
推
進
事
業

【
質
問
】　

返
礼
品
の
牛
タ
ン
は

花
巻
市
の
特
産
品
な
の
か
。
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
全
国
１
位
と
な
っ
た
人
気
の

要
因
は
？

【
答
弁
】　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
等
の

輸
入
牛
タ
ン
を
市
内
の
企
業
が

地
元
で
製
造
加
工
等
を
行
う
こ

と
で
、総
務
省
が
定
め
る
地
場

産
品
の
基
準
に
該
当
し
て
い

る
。ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載

◎ 

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業

【
質
問
】　

給
付
金
の
支
給
状
況

は
？

【
答
弁
】　

支
給
世
帯
数
８
０
４

世
帯
。１
世
帯
当
た
り
５
万
円
。

金
額
に
し
て
５
２
８
３
万
円
を

支
給
。再
支
給
が
あ
り
、実
際
は

倍
の
金
額
が
支
給
さ
れ
た
。

◎ 

介
護
人
材
確
保
事
業

【
質
問
】　

事
業
を
活
用
し
た
介

護
福
祉
士
の
人
材
確
保
の
状
況

は
？

【
答
弁
】　

令
和
２
年
度
の
事
業

利
用
者
は
１
人
。人
材
確
保
の

た
め
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

◎ 

地
域
お
こ
し
研
究
所
運
営

事
業

【
質
問
】　

慶
應
大
学
大
学
院
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
所
と

の
連
携
協
定
に
よ
る
事
業
は
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
？

【
答
弁
】　

地
域
課
題
を
取
り

上
げ
た
テ
ー
マ
を
研
究
し
て

お
り
、活
動
内
容
は
市
ホ
ー
ム

◎ 

人
件
費

【
質
問
】　

法
務
専
門
監
や
財
務

専
門
監
を
採
用
し
、
将
来
的
に

は
市
職
員
が
専
門
監
か
ら
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
業
務
を

遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
目
的
と
し
て
あ
る
と
思
う

が
、
現
状
は
？

【
答
弁
】　

現
在
２
人
の
法
務

専
門
監
が
、令
和
元
年
度
は

２
２
７
件
、令
和
２
年
度
は

２
０
６
件
の
案
件
に
携
わ
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、令
和
２
年
度
の
行
政

訴
訟
は
４
件
、行
政
不
服
審
査

は
２
件
と
な
っ
て
い
る
。現
状

の
業
務
内
容
か
ら
専
門
性
が
必

要
と
な
る
場
面
が
数
多
く
あ

り
、職
員
も
専
門
的
知
識
に
助

け
ら
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
。

こ
う
い
っ
た
制
度
を
も
う
し
ば

ら
く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

し
、寄
附
者
の
目
に
触
れ
る
機

会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
と
、高

評
価
の
レ
ビ
ュ
ー
が
さ
ら
な
る

寄
附
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

ふるさと納税の返礼品で全国１位となった、市内で

製造加工している牛タン

ペ
ー
ジ
で
報
告
し
て
い
る
。今

後
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
業
化

で
き
る
よ
う
活
動
の
中
で
取
り

組
ん
で
い
く
。
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次
の
ペ
ー
ジ

臨
時
会
の
概
要
ほ
か

議案 108 令和２年度花巻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 109 令和２年度花巻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

賛否が分かれた議案の審議結果

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

会派名 市民クラブ 明　和　会 花巻クラブ 平和環境
社民クラブ

日本共産党花巻
市議会議員団

会派に所属
しない 審

議
結
果議員名

横
田
　
忍

佐
藤
　
現

伊
藤
盛
幸

高
橋
　
修

瀬
川
義
光

内
舘
　
桂

鎌
田
幸
也

佐
藤
峰
樹

盛
岡
耕
市

藤
原
　
伸

伊
藤
源
康

藤
原
晶
幸

羽
山
る
み
子

佐
藤
　
明

本
舘
憲
一

近
村
晴
男

照
井
省
三

若
柳
良
明

阿
部
一
男

久
保
田
彰
孝

照
井
明
子

櫻
井
　
肇

菅
原
ゆ
か
り

藤
井
幸
介

大
原
　
健

議案 108 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ◯ ◯ ◯ 認��定
議案 109 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ◯ ◯ ◯ 認��定

胡四王牛の肥育が行われている牛舎

◎ 

図
書
館
整
備
事
業

【
質
問
】　

新
花
巻
図
書
館
の
建

設
用
地
と
し
て
確
定
し
て
い
な

い
土
地
を
不
動
産
鑑
定
し
た
理

由
は
？
他
の
用
地
に
決
ま
っ
た

場
合
、
無
駄
な
投
資
と
な
ら
な

い
か
？

【
答
弁
】　

議
会
か
ら
、建
設
候

補
地
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
用
地
と
し

た
場
合
、用
地
を
借
り
る
の
で

は
な
く
取
得
す
べ
き
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。買
う
場
合
い
く
ら

か
か
る
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で

は
、そ
れ
以
上
の
話
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
不
動
産
鑑
定

を
行
っ
た
。手
持
ち
資
料
と
し

◎ 

生
活
困
窮
者
支
援
事
業

【
質
問
】　

子
ど
も
食
堂
の
利
用

状
況
は
？

【
答
弁
】　

ぬ
く
ま
る
食
堂
に
つ

い
て
は
、令
和
２
年
１
月
28
日

を
最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
た
め
休
止
し
て

い
る
が
、そ
の
後
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
で
月
一
回
、食
材
の
提

供
を
ひ
と
り
親
世
帯
、多
子
世

帯
を
対
象
に
70
世
帯
が
利
用
。

◎ 

健
康
診
査
事
業

【
質
問
】　

各
種
が
ん
検
診
等
の

受
診
票
の
様
式
変
更
に
つ
い
て

の
検
討
状
況
は
？

【
答
弁
】　

受
診
勧
奨
の
部
分
で

興
味
を
引
い
て
も
ら
う
た
め
、

文
章
を
変
え
た
り
工
夫
を
し
て

い
る
。

◎ 

ご
み
処
理
事
業

【
質
問
】　

花
巻
温
泉
郷
廃
棄
物

処
理
組
合
の
組
合
員
数
と
補
助

金
額
は
？

【
答
弁
】　

組
合
員
数
は
34
会

員
、市
の
補
助
金
は
令
和
元
年

◎ 

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

【
質
問
】　

市
独
自
の
上
乗
せ
助

成
に
よ
る
効
果
は
？

【
答
弁
】　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲

数
は
令
和
元
年
度
４
０
２
頭
に

対
し
令
和
２
年
度
は
１
１
６
０

頭
で
捕
獲
数
が
伸
び
て
い
る
。

猟
友
会
等
で
は
何
と
か
有
害
鳥

獣
の
数
を
減
ら
し
た
い
と
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
。

◎
担
い
手
育
成
支
援
事
業

【
質
問
】　

新
規
就
農
者
支
援
事

業
の
内
容
と
対
象
は
？

【
答
弁
】　

農
業
機
械
、資
材
費

等
の
補
助
と
し
て
５
人
、農
地

の
賃
借
料
へ
の
補
助
と
し
て
３

人
、新
規
就
農
者
の
研
修
に
関

す
る
支
援
と
し
て
３
人
に
対
し

補
助
し
て
い
る
。ま
た
、対
象
者

は
市
内
に
住
所
を
置
い
て
、新

た
に
農
業
経
営
を
開
始
す
る
個

人
ま
た
は
団
体
で
あ
り
、専
業

農
家
に
限
定
し
て
い
な
い
。

度
が
１
６
０
０
万
円
、令
和
２

年
度
が
１
４
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

◎
畜
産
基
盤
強
化
対
策
事
業

【
質
問
】　

畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整

備
事
業
の
内
容
は
？
ま
た
、
農

家
へ
の
周
知
が
大
事
だ
が
対
応

は
？

【
答
弁
】　

牛
の
体
に
セ
ン
サ
ー

を
装
着
し
、パ
ソ
コ
ン
で
生
体

情
報
を
管
理
す
る
牛
群
管
理
シ

ス
テ
ム
１
台
、牛
舎
内
の
様
子

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
24
時
間
監

視
で
き
る
牛
舎
監
視
カ
メ
ラ
11

台
を
導
入
し
た
。特
に
牛
舎
監

視
カ
メ
ラ
は
、分
娩
前
後
の
牛

の
見
守
り
に
効
果
が
大
き
い
と

聞
い
て
い
る
。

　

市
職
員
が
頻
繁
に
農
家
訪
問

し
て
い
る
の
で
、周
知
は
行
わ

れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

◎ 

空
家
等
対
策
事
業

【
質
問
】　

特
定
空
家
は
近
隣
に

迷
惑
を
か
け
る
な
ど
で
処
分
も

出
て
く
る
。
行
政
代
執
行
に
関

す
る
条
例
制
定
な
ど
検
討
状
況

や
今
後
の
取
り
組
み
は
？

【
答
弁
】　

近
隣
住
民
か
ら
の
苦

情
や
通
報
が
あ
る
と
、職
員
が

現
地
を
確
認
し
文
書
で
空
き
家

の
所
有
者
に
連
絡
し
て
い
る
。

条
例
化
は
予
定
し
て
い
な
い
が

特
定
空
家
に
指
定
し
て
い
る
２

件
の
う
ち
、状
況
が
ひ
ど
い
も

の
は
行
政
代
執
行
と
い
う
対
応

も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

◎ 

商
店
街
景
観
形
成
事
業

【
質
問
】　

大
迫
商
店
街
の
歴
史

的
建
造
物
の
調
査
が
実
施
さ
れ

た
が
、
今
後
そ
れ
を
ど
う
活
用

し
て
い
く
か
？

【
答
弁
】　

歴
史
的
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、こ
れ
ま
で
２
回

開
催
し
た
。専
門
家
の
意
見
を

聞
き
、今
後
の
活
用
策
を
検
討

し
て
い
る
。今
い
る
人
た
ち
の

住
む
場
所
を
ど
う
守
っ
て
い
く

か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。今
直

面
し
て
い
る
の
は
、ど
う
や
っ

て
衰
退
を
防
ぎ
、維
持
し
て
い

く
か
だ
と
考
え
て
い
る
。

◎ 

消
防
団
員
育
成
強
化
事
業

【
質
問
】　

消
防
団
協
力
事
業
所

等
の
連
携
強
化
に
関
し
、
令
和

２
年
度
の
協
力
事
業
者
数
は
？

【
答
弁
】　

令
和
２
年
度
ま
で
登

録
の
あ
っ
た
事
業
所
数
は
17
事

業
所
と
な
っ
て
い
る
。

◎ 

都
市
再
生
推
進
事
業

【
質
問
】　

矢
幅
駅
周
辺
の
開
発

事
業
で
は
整
備
後
に
固
定
資
産

税
が
上
昇
し
た
。
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅

東
西
自
由
通
路
（
駅
橋
上
化
）
整

備
の
説
明
会
で
は
、
そ
の
点
に

つ
い
て
説
明
が
な
か
っ
た
が
情

報
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】　

矢
巾
町
の
場
合
は
盛

岡
市
に
近
く
住
宅
地
と
し
て
注

目
さ
れ
、岩
手
医
大
の
進
出
も

あ
り
地
価
全
体
が
上
が
っ
て
い

る
。本
市
で
は
、ま
ち
の
衰
退
を

何
と
か
止
め
る
手
段
が
必
要
で

あ
り
、現
時
点
で
駅
周
辺
を
整

備
し
た
場
合
、直
ち
に
地
価
が

上
が
る
と
の
楽
観
的
見
通
し
は

持
て
な
い
。

◎ 

学
校
保
健
事
業

【
質
問
】　

他
自
治
体
で
は
児
童

生
徒
の
健
康
診
断
結
果
で
要
受

診
と
診
断
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

42
・
７
％
が
受
診
控
え
を
し
て

い
る
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
本

市
の
状
況
は
？

【
答
弁
】　

歯
科
の
未
受
診
者

数
に
つ
い
て
、令
和
元
年
度
は

小
学
校
が
３
９
４
人
、中
学
校

が
３
７
９
人
、合
計
７
７
３
人

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、令
和
２

年
度
は
小
学
校
が
４
０
３
人
、

中
学
校
が
３
５
９
人
、合
計

７
６
２
人
と
同
程
度
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
は
見

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、一
部
の
保
護
者
か

ら
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
医
療
機

関
に
行
き
に
く
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

◎ 

学
校
地
域
協
働
連
携
事
業

【
質
問
】　

学
校
図
書
館
支
援
員

◎ 

は
な
ま
き
夢
応
援
奨
学
金

事
業

【
質
問
】　

制
度
改
正
の
内
容
お

よ
び
市
外
転
出
に
よ
る
返
還
へ

の
影
響
は
？

【
答
弁
】　

制
度
改
正
に
伴
い
、

日
本
学
生
支
援
機
構
給
付
奨
学

金
と
、は
な
ま
き
夢
応
援
奨
学

金
と
の
併
用
が
可
能
に
な
っ

た
。

　

市
内
居
住
に
限
り
返
還
免
除

と
な
っ
て
い
る
が
、市
外
転
出

し
た
場
合
は
免
除
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
た
め
、返
還
計
画
に

基
づ
い
て
返
還
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

と
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
は
？

【
答
弁
】　

学
校
図
書
館
支
援
員

が
、地
域
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
て
図
書
の
読
み
聞

か
せ
等
を
し
て
い
る
。ま
た
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
大
切

だ
と
捉
え
て
い
る
。

て
鑑
定
し
た
段
階
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
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次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
。　

編
集
後
記
ほ
か

令和３年第６回臨時会
　令和３年第６回臨時会は８月23日に開かれま

した。この臨時会では、令和３年度一般会計補正

予算（第６号）の専決処分に関し承認を求めるこ

とについてと花巻市常勤特別職の給料の減額支

給に関する条例、一般会計補正予算（第７号）、文

化会館大ホール舞台照明設備改修工事の請負契

約の変更に関する専決処分の報告、救急出動に

おける物損事故に係る損害賠償事件および市道

晴山１号線上における物損事故に係る損害賠償

事件に関する専決処分の報告を審議しました。

　このうち、花巻市常勤特別職の給料の減額支

給に関する条例では、藤原副市長が岩手県の新

型コロナウイルス感染症岩手緊急事態宣言下に

審議した議案等 内　　　容 審議結果

令和３年度花巻市一般会
計補正予算（第６号）の専
決処分に関し承認を求め
ることについて

　はなまき暮らしの継続応援事業の追加に伴う歳入歳出予算の補正
　補正額872万７千円　補正後予算額499億1,953万９千円 承　認

花巻市常勤特別職の給料
の減額支給に関する条例

　市長および藤原副市長の令和３年９月１日から令和３年10月31日ま
での給料について、それぞれ既定の給料月額から、当該月額に100分の10
を乗じて得た額を減じた額を支給するもの

可　決

令和３年度花巻市一般会
計補正予算（第７号）

　新型コロナウイスルワクチン接種事業のほか、新型コロナウイルス感
染症対策経費の追加に伴う歳入歳出予算の補正　　　　　　　　　
　補正額７億8,396万２千円　補正後予算額507億350万１千円

可　決

花巻市文化会館大ホール
舞台照明設備改修工事の
請負契約の変更に関する
専決処分の報告について

　契約相手方　新高電気株式会社
　当初契約額　　235,950千円
　変更契約額　　　　825千円
　変更後契約額　236,775千円　

了　承

救急出動における物損事
故に係る損害賠償事件に
関する専決処分の報告に
ついて

　救急活動中の本市消防職員が患者を収容するため、救急車内からスト
レッチャーを移動させ、車輪にロックをしないままその場を離れたた
め、無人のストレッチャーが傾斜していた路面を下り、敷地内に駐車し
ていた自動車に接触し損傷させた物損事故
　損害賠償額46,200円

了　承

市道晴山１号線上におけ
る物損事故に係る損害賠
償事件に関する専決処分
の報告について

　相手方車両が市道の側溝上を走行したところ、当該側溝のグレーチン
グ蓋が跳ね上がり、マフラーとアンダーカバーを破損した物損事故　　　　　　　　　　　　　　　　
　損害賠償額19,932円

了　承

市の指示に反し、別居家族を含む家族と多人数

で会食を行い市民の信頼を損ねる行為を行った

ことから、当事者および指揮監督責任を明確に

するため、市長および藤原副市長の９月１日か

ら10月31日までの給料について、当該月額に100

分の10を乗じて得た額を減額するものです。

　また、令和３年度一般会計補正予算（第７号）

は、新型コロナウイルスワクチン接種事業のほ

か、新型コロナウイルス感染症対策経費の追加

に伴う歳入歳出予算の補正で、補正後予算額は

507億350万１千円となりました。

　議案は全て原案のとおり可決・承認されまし

た。

常任委員会等の活動報告
【
総
務
常
任
委
員
会
】

　

◇
９
月
10
日
（
金
）　

　

＊
請
願
審
査�　

�

え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
救
済
す
る
た
め

に
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改
正
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

▽
審
査
結
果
…
採
択

　

＊
所
管
事
務
調
査�　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
税
財
源
の
充
実
に
つ
い
て

　

＊
協
議�　

�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

＊
意
見
書
発
議�　

�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

◇
９
月
17
日
（
金
）　

　

＊
協
議�　

�

え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
救
済
す
る
た
め
に
再

審
制
度
の
速
や
か
な
改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　

＊
意
見
書
発
議�　

�

再
審
請
求
手
続
き
に
お
け
る
全
面
的
な
証
拠

開
示
の
制
度
化
を
求
め
る
意
見
書

【
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
】

　

◇
９
月
10
日
（
金
）　

　

＊
陳
情
審
査�　

�

社
会
教
育
主
事
の
設
置
及
び
生
涯
学
習
部
の
教

育
委
員
会
事
務
局
へ
の
移
行
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

▽
審
査
結
果
…
継
続
審
査

　

＊
陳
情
審
査�　

�

社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
く
社
会
教
育
計
画

の
策
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

▽
審
査
結
果
…
不
採
択

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

　

◇
９
月
13
日
（
月
）

　

＊
請
願
審
査��　

�

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
に
対
し
政
府

に
よ
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

▽
審
査
結
果
…
一
部
採
択

【
議
会
改
革
推
進
会
議
】

　

◇
９
月
17
日
（
金
）　

     

＊
議
会
改
革
検
討
事
項
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
審
査

請
願
・
陳
情
審
査

　

９
月
定
例
会
で
は
、
総
務
常
任
委
員
会
が
第
４
号
請
願
、
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
が
第
６
号
陳
情
お
よ
び
第
８
号
陳
情
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
第
７

号
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
第
４
号
請
願
は
採
択
、
第
６

号
陳
情
は
継
続
審
査
、
第
８
号
陳
情
は
不
採
択
、
第
７
号
請
願
は
一
部
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

第
７
号
請
願（
一
部
採
択
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下

落
に
対
し
政
府
に
よ
る
緊
急
対
策

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

第
４
号
請
願（
採
択
）

　

え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く

救
済
す
る
た
め
に
再
審
制
度
の
速

や
か
な
改
正
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

第
８
号
陳
情（
不
採
択
）

　

社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
く

社
会
教
育
計
画
の
策
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

本
請
願
は
、
令
和
３
年
６
月
定
例

会
お
よ
び
７
月
27
日
に
審
査
し
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
「
１
回
だ
け
の
審
査

で
は
結
論
を
出
せ
な
い
。
も
う
少
し

議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と

し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
９
月
定
例
会
の
審
査
に

お
い
て
、
委
員
か
ら
は
「
再
審
請
求
手

続
き
に
お
け
る
全
面
的
な
証
拠
開
示

を
制
度
化
す
る
べ
き
」
と
い
っ
た
意

見
や
、「
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検

察
官
の
不
服
申
し
立
て
が
で
き
な
い

制
度
に
改
正
す
る
こ
と
は
、
国
の
刑

事
手
続
き
に
関
す
る
協
議
会
の
判
断

を
待
つ
必
要
が
あ
る
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
項
目
ご
と
に
採
決
し
た
と
こ

　

審
査
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
は
「
生

涯
学
習
振
興
計
画
は
教
育
振
興
基
本

計
画
と
は
切
り
離
し
充
実
し
た
も
の

に
す
べ
き
と
い
う
陳
情
者
の
願
意
も

理
解
で
き
る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、「
現
在
の
教
育
振

興
基
本
計
画
の
中
に
は
生
涯
学
習
振

興
の
考
え
方
が
充
分
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
不

採
択
す
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
は
「
請

願
項
目
１
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊

急
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
る
願
意
と

し
て
理
解
で
き
る
が
、
請
願
項
目
２

と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
」
等

の
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、「
国
産
米

の
需
給
状
況
に
合
わ
せ
て
外
国
産
米

の
輸
入
を
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り

す
る
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
請

願
項
目
１
と
２
は
関
連
性
が
あ
る
と

思
う
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
し
た
結
果
、
請
願
項
目
１
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
採
択
、
請
願

項
目
２
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
で
不

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員

長
報
告
を
行
い
、
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
長
報
告
の
と
お

り
決
し
ま
し
た
。

ろ
、
請
願
項
目
１
は
全
会
一
致
で
採

択
、
請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、
可
否

同
数
と
な
り
、
委
員
長
は
採
択
す
べ

き
と
決
し
ま
し
た
。

※
請
願
項
目
の
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
を

参
照

採
択
と
な
り
、
一
部
採
択
す
べ
き
と

な
り
ま
し
た
。
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安全で安心な高校生活を願って安全で安心な高校生活を願って

 

花
巻
南
高
校
は
今
年
度

で
創
立
百
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
ん
な
、
花
巻
南
高

校
の
多
く
の
生
徒
が
自
転

車
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

学
校
周
辺
の
道
路
は
あ
る

程
度
道
幅
が
広
く
、
自
転

車
が
通
行
で
き
る
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
危

険
は
少
な
く
安
心
し
て
登

下
校
で
き
て
い
る
の
で
す

が
、
花
巻
駅
か
ら
学
校
へ

向
か
う
道
路
に
つ
い
て

は
、
街
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
道
幅
が
狭
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
人
通
り
が
多

く
、
歩
道
を
自
転
車
で
通

行
す
る
の
は
歩
行
者
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
し
、
車
道

の
左
端
の
自
転
車
通
行
帯

も
と
て
も
狭
く
自
動
車
の

方
々
に
迷
惑
を
掛
け
な
が

ら
通
っ
て
い
ま
す
。
駅
周

辺
の
道
路
整
備
を
進
め
て

い
た
だ
け
る
と
、
も
っ
と

安
全
で
安
心
な
高
校
生
活

を
送
っ
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。

ここで良かったと思える花巻にここで良かったと思える花巻に
　

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら

ず
っ
と
地
元
を
離
れ
た
こ

と
が
な
く
、
こ
の
地
に
か

け
る
地
元
愛
は
人
一
倍
だ

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
地
域
で
は
、
５
月

か
ら
小
山
田
ふ
る
さ
と

地
域
協
議
会
を
設
立
し
、

住
民
理
解
の
元
、
小
さ
な

ス
ー
パ
ー
を
開
店
し
、
買

い
物
弱
者
や
住
民
の
利
用

す
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
皆
で
気
軽
に

集
え
る
サ
ロ
ン
の
開
設
等

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
活
気
が
あ
り
、

そ
こ
に
住
む
住
民
が
親
し

め
る
環
境
な
ら
ば
、
そ
れ

は
生
き
が
い
に
通
ず
る
と

思
う
の
で
す
。
時
に
、
各
々

に
お
い
て
異
世
代
交
流
の

場
に
も
参
加
、
参
画
す
る

努
力
も
必
要
だ
と
も
考
え

ま
す
。
地
域
と
行
政
が
良

く
繋
が
っ
て
「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
花
巻

市
政
を
念
願
し
ま
す
。

議会中継をスマホ・ＰＣ議会中継をスマホ・ＰＣ
で視聴できます！で視聴できます！

　議会を傍聴に来られない方は、お持ちのス

マートフォン・タブレットやパソコンからリア

ルタイム視聴ができるほか、録画配信もしてい

ます。

　また、えふえむ花巻　　　　　　　　では後

日、録音した一般質問の音声を放送しています。

議会傍聴にぜひお越しを！議会傍聴にぜひお越しを！
【９月定例会】
  本会議の傍聴に訪れた方の延べ人数　21人

【12月定例会】
  12月３日（金）開会

　詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせいただ

くか市議会のホームページをご覧ください。

　議会事務局　0198-41-3598（直通）

　

若
者
た
ち
に
政
治
へ
の
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
上
で
も
、
大

き
な
意
義
の
あ
る
高
校
生
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
自
分
た
ち
の
将

来
を
切
り
開
く
、
と
い
う
意
味
で

も
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
▼
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
式
で

は
宮
沢
賢
治
の
『
星
め
ぐ
り
の

歌
』
が
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
大
谷
・
菊
池

両
選
手
の
活
躍
に
よ
り
「
花
巻
」

の
名
が
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
い

る
▼
『
銀
河
の
郷
～
輝
く
未
来
へ

～
』
…
そ
の
思
い
を
胸
に
、
世
界

に
誇
れ
る
花
巻
で
あ
る
こ
と
を

願
う
。

　
　
　
　
　
　

（
羽
山
る
み
子
）

斉
さいとう
藤　妃

きせら
羅さん

（花巻南高校２年）
下
しもさか
坂　誓

せいこ
子さん

（東和町前田）

【
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
】

　

委 

員 

長　

瀬
川　

義
光

　

副
委
員
長　

藤
井　

幸
介

　

委　
　

員　

久
保
田
彰
孝

　

委　
　

員　

羽
山
る
み
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員　

佐
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峰
樹

　

委　
　

員　

佐
藤　
　

現

　

委　
　

員　

伊
藤　

盛
幸

　

委　
　

員　

若
柳　

良
明

　

委　
　

員　

盛
岡　

耕
市


